なぜグループホームが必要？
「軽度知的障害者たちの生活支援～グループホームへ～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青りんごの会作業所　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　　中村　宮子　
軽度知的障害者とは、重度知的障害者（知能指数が概ね３５以下）以外の者を

いうことになっています。重度の障害者は、社会から年金や施設、養育手当などの

制度的保障を受けて暮らしていくことが可能です。しかし、軽度知的障害者は
社会的支援制度が整わず一人で生きていく準備が整わないまま、地域社会に

放り出される形で生きていかざるを得ません。

　彼らとの会話は一見理解しているように見えますが、よく付き合い話し込んでみると

理解していないために双方に誤解が生まれ、社会問題となってしまう危険性を

はらんでいます。

　例えば日々の暮らしの中では、朝のゴミ出しで一定のルールがあることを理解できぬまま好きな時間に出しに行き、注意をうけると理解することができずに腹を立ててしまう。

あるいは、夜遅くまで騒いでいることを注意されても、楽しさが優先されて他の人の

迷惑を顧みることもない。こうして地域社会の人々と摩擦を繰り返して増大させ、

地域で当事者たち（＝軽度知的障害者）が孤立を深めていきます。

　私たちは、今後彼らこそが地域住民の支援を厚く受けるべきであると考えます。
またトレーニングをする場として地域生活支援センターで生活技術を身につけ、

コミュニケーション技術を会得させてグループホームへと移行していくならば、将来
「親無き後」も自立してアパートを借り地域で暮らしていくことが保障されると考えます。

　私は、当事者はもとより近隣に住む住民の安全と安心のためにも地域生活支援センター

は必要な企画だと確信しています。

近い将来、実際に新潟市豊栄地区（旧新潟県豊栄市）でグループホームを設置できるよう、直接準備を進めてゆきます。

